
新
潟

新し

発ば

田た

班売ニ
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
新
発
田
市
大
手
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
二
年

（平
７
）

一
〇
月
―

一
二
月

二
、
三
一　

一
九
九
六
年
四
月
１
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
新
発
田
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
鶴
巻
康
志

・
田
中
耕
作

・
斎
田
美
穂
子

・
清
水
美
和

５
　
遺
跡
の
種
類
　
古
代
集
落

・
中
世
城
館

・
近
世
城
郭

６
　
遺
跡
の
年
代
　
九
世
紀
、　
〓

一世
紀
―

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

新
発
田
城
は
、
溝
回
氏
の
居
城
で
、
慶
長
三
年

（
一
五
九
八
）
に
加
賀
大
聖

寺
か
ら
初
代
秀
勝
が
入
封
以
来
、

一
二
代
二
人
〇
年
に
わ
た

っ
て

新
発
田
藩
の
中
枢
と
し
て
機
能

し
て
い
た
。
藩
の
石
高
は
当
初

六
万
石
だ

っ
た
も
の
が
、
平
野

部
の
新
田
開
発
に
よ
り
天
保
年

田

間
に
は

一
〇
万
石
を
数
え
た
。

織

版
玲
奉
遠
後
、
本
丸
及
び
二
の

九
の

一
部
は
、
旧
陸
軍
、
陸
上

自
衛
隊
の
駐
屯
地
と
し
て
使
用
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
新
発
田
市
教
育

委
員
会
で
は
、　
一
九
入
六
年
以
来
、
自
衛
隊
駐
屯
地
内
の
開
発
な
ど
の
原
因
で

一
〇
カ
所
に
及
ぶ
地
点
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、　
一
九
九
五
年
か
ら

一
九
九
六
年
に
発
掘
調
査
が
実

施
さ
れ
た
第
入
１

一
〇
地
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
二
の
九
で
、
本

丸
裏
門
か
ら
出
て
す
ぐ
の
位
置
に
あ
た
る
。
天
保
年
間
頃
に
作
成
さ
れ
た
絵
図

に
よ
る
と
、
第
人

。
九
地
点
の
付
近
は

「古
丸
御
屋
敷
」
コ
一九
御
屋
形
有
」
、

第

一
〇
地
点
付
近
は

「蔵
屋
敷
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「古
九
」
と

は
近
世
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
溝
口
氏
が
入
封
す
る
以
前
に
当
地
を
治
め
、
天
正

一
五
年

（
一
五
人
七
）
に
上
杉
景
勝
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
中
世
の
在
地
領
主

で
あ
る
新
発
田
氏
の
居
館
を
意
味
す
る
。

一　
第
八
地
点

調
査
面
積
は
約

一
七
〇
〇
ポ
で
、
古
代
か
ら
近
世
に
至
る
三
面
の
遺
構
確
認

面
を
検
出
し
、
上
か
ら

一
・
二

・
三
面
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
面
は
、
間
に
明
確

な
間
層
を
持
た
ず
調
査
区
の
全
面
に
広
が
ら
な
い
面
も
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
面
の
所
属
時
期
を
限
定
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
第

一
面
の
調
査
区
北
東
端
付
近
で
東
西
に
延
び
る

堀

一
と
池

一
で
、
同
遺
構
は
天
保
期
の
絵
図
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
調
査
区
外

に
延
び
る
た
め
規
模
は
不
明
で
あ
る
が
、
幅
四
ｍ
以
上
、
深
さ
二

・
五
ｍ
を
測

る
。
木
簡
は
、
堀
の
底
面
に
堆
積
し
た
有
機
物
を
含
む
層
の
下
部
で
出
土
し
て

お
り
、
同
層
の
上
部
で

一
九
世
紀
代
の
大
堀
相
馬
焼
系
の
土
瓶
、
堀
底
面
で

一
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七
世
紀
代
の
中
国
製
青
花
が
出
土
し
て
い
る
。

第
人
地
点
か
ら
は
九
世
紀
前
半
、　
〓

一世
紀
ｔ

一
九
世
紀
の
遺
物
が
出
土
し

た
。
第

一
面
で
は
、
他
に
近
世
の
池
、
黒
瓦
が
大
量
に
廃
棄
さ
れ
た
溝
、
井
戸
、

土
坑
、
建
物
な
ど
を
検
出
し
た
。

一
一　
第
九
地
点

第
九
地
点
は
、
第
人
地
点
の
南
東
端
か
ら
南
へ
六
ｍ
に
位
置
し
、
二
四
〇
ポ

を
調
査
し
た
。
天
保
期
の
絵
図
で
は
第
人
地
点
の
北
東
で
検
出
し
た
堀
が
南
に

折
れ
、
第
九
地
点
付
近
を
南
北
に
通
る
。
発
掘
調
査
の
結
果
、
調
査
区
の
中
央

か
ら
東
は
南
北
方
向
に
廷
び
る
堀
が
通
っ
て
お
り
、
絵
図
と

一
致
す
る
。
堀
は

断
面
の
切
り
合
い
か
ら
三
期
に
区
分
で
き
、
木
簡
は
最
も
新
し
い
堀
三
か
ら
出

土
し
た
。
堀
三
か
ら
は
黒
瓦
、　
一
九
世
紀
代
の
陶
磁
器
が
出
土
し
て
い
る
。

〓
一　
第

一
〇
地
点

第

一
〇
地
点
は
約
九
六
♂
と
狭
い
面
積
で
、
近
代
以
降
の
攪
乱
が
顕
著
で
あ

っ
た
が
、
近
世
の
掘
立
柱
建
物
、
土
坑
、
堀
、
堀
の
底
面
で
九
世
紀
後
半
頃
の

井
戸
を
検
出
し
た
。
掘
立
柱
建
物
は
、
柱
穴
の

一
部
を
堀
の
埋
土
中
で
確
認
し

た
。
柱
穴
の
径
は

一
ｍ
弱
と
大
型
で
、
上
層
は
礎
石
、
下
層
は
礎
盤
を
持
つ
こ

と
か
ら
建
て
替
え
を
想
定
で
き
る
。
建
物
の
規
模
は
調
査
区
外
に
広
が
る
た
め

不
明
で
あ
る
。
木
簡
は
土
坑
九
、　
一
五
ａ
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
掘
立
柱
建
物

の
柱
穴
で
あ
る
土
坑
九
は
、
平
面
形

一
一
二
×
一
〇
八
ｃｍ
の
方
形
で
、
深
さ
は

七
八
伽
を
測
る
。
木
簡
は
底
面
近
く
の
礎
盤
付
近
で
出
土
し
た
。
掘
立
柱
建
物

の
西
方
三

・
五
ｍ
で
検
出
し
た
土
坑

一
五
ａ
は
、
上
半
部
が
後
世
の
攪
乱
を
受

け
て
お
り
、
こ
の
部
分
を
上
坑
ｂ
と
し
、
攪
乱
を
免
れ
た
下
半
部
を
土
坑
ａ
と

し
た
。
埋
土
は
章
な
ど
の
有
機
物
を
多
量
に
含
み
、
こ
れ
に
混
じ
っ
て
二
九
点

の
近
世
木
簡
が

一
括
出
土
し
た
。
こ
の
う
ち
二
四
点
に
つ
い
て
判
読
で
き
、
二

〇
点
を
図
示
し
た
。
ほ
か
に
同
形
状
の
木
製
品
で
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置

で
投
影
し
て
も
墨
痕
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
が
三
点
あ
っ
た
。
伴
出
遺
物
は

一

七
世
紀
代
に
比
定
さ
れ
る
唐
津
焼
、　
一
人
世
紀
前
半
以
降
と
み
ら
れ
る
黒
瓦
片

が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

第
八
地
点

〔保
ヵ
〕

「享
□

□
」

〕
］
∞
×

（ト
ト
）
×
Ｐ

伽
　
ｏ
⇔
頓

(1) 堀 一②

　

「法
蓮
華
経

□
　
　
　
」

０
　
。
「上
　
米
倉
村
安
左
衛
門
」

二
十
月
十
六
日
　
　
　
　
」

池

一
い

　

「堂
満
り
」
（樟
蓋
）

］
］
］
×

（
∞
］
）
×

的
　

Φ
６
伽

向
い
い
×

∞
∞
×

卜
　

⇔
∽
Ｐ

蔵
牌潔
×
揃
け
Φ

寓
牌



第
九
地
点

堀
三

働
　
。
「泉
町
　
栄
之
助
」

。
「十
月
五
日
　
　
」

第
一
〇
地
点
．

土
坑
九

⑥

　

「　
小
須
戸
組

車
場
新
田
」

土
坑

一
五
ａ

⑦

　

「道
賀
新
日
　
善
□
」

①
　
・
「諏
訪
山
新
田
　
七
十
郎
」

ｏ
「
ス
ハ
山
　
　
　
七
十
郎
」

①
　
。
「蓮
潟
村
．
□
　
」

名
誰
響
舎
」

⑩
　
・
「蓮
潟
興
野

墨 ヽ

点_

牌
∞
φ
×

ф
Ｐ
Ｘ

６
　

ｏ
釦
騨

いこ
χ
（一む

メ
『

８
い

牌
枷
６
×

申
伽
×

『
　

Ｏ
μ
Ｆ

い
い
い
Ｘ

］
∞
×

∞
　

⇔
μ
い

い
０
６
×
φ
『
Ｘ
『
　
Ｏ
μ
騨

「佐
意々一鮒庁衛門

「従
酢
柘日

「富
塚
村
　
一一一五
郎
」

「舟
入
新
田
　
万
蔵
」

「口

回

　

　

」

醜

評

路

弥
左
衛
理

「十

一
月
口
日
Ｈ

Ｈ
Ｈ
国
」

「新
井
田
村
　
半
右
工
門
」

「嶋
潟
村
　
小
七
」

「日

回

　

　

」

「古
寺
村
嘉
久
治
」

「九
月
廿
日
」

〒
絲
醗
剛
ン
が

兵
衛
」

「日

回

　

　

　

」

牌
釦
ｃ
Ｘ
゛
『
Ｘ

０
　
０
中
０

滓
釦
ｏ
×
】
中
×
卜
　
ｏ
伽
ド

工
⇔
※
囀
∞
Ｘ
Ｅ
　
Ｏ
Ｅ

『
μ
⇔
Ｘ
絣

ｘ
ヽ
　
ｏ
い
い

｝
い
い
Ｘ
∞
い
Ｘ
ヽ
　
⇔
騨
騨

μ
”
ゆ
Ｘ

ヽ
や
×

ド
一
　

一ｏ
！
や

住0lle llD l10 11e ⑭ l19   11D

一
，
Ｐ
Ｘ

∞
う
Ｘ

φ
　

ｏ
卸
〕

ヽ
コ
×
Ｒ
ｘ
ｕ　
一
召

ド
い
〕
Ｘ
∞
ド
Ｘ
ω
　
Ｏ
騨
Ｐ



｛　　　　　　　　　　　　　⑪

崇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

い

Ｇ

め
肺
躙
胴
脚
‐――――‐
剛
。

蜘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

的
　

　

　

　

］
　

　

⑫

噛
　

　

　

　

０

［

脚
囲

圏

嘲

ピ

酬
朋
岡
期

蜘

］働

苗
□
圏
脚
凹
阿
岡
田
□
固
日
）
⑩

師
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l191201
お
Ｗ
め
峰931261

「梶
□
□
村
湘朧
車編
」

「
御
蔵
米
　
十
月
五
日
」

〔
ノ
ロ
ヵ
〕

「
中
□
□
村

「
九
月
□

〔鳥
ヵ
〕

「□
穴
村
　
藤
兵
衛
」

〔
代
ヵ
〕

「□
□
村
　
惣
兵
衛
」

「日

□

　

　

」

「
弓
越
村
　
□
□
□
」

「十
月
十

一
日
　
　
」

「竹
俣
万
代

「十
月
六

「日

回

」

〔十
ヵ
〕

「□
月
十
日
」

Ｐ
い
『
×

］
卜
×

∞
　

ｏ
μ
Ｐ

口 松
□ 岡

ぐ

じ

×

］
∞
×

伽
　

ｏ
お

伸
］
∞
×

∞
⇔
×

『
　

ｏ
μ
Ｐ

〕
］
Ｐ
×

］
い
×

『
　

ｏ
釦
μ

μ
∞
∞
×

∞
ｏ
×

『
　

ｏ
伽
牌

（
μ
Ｏ
Ｏ
）
×
∞
∞
×
『
　
ｏ
∞
〕

（
属

９

×
囀
ω
×
『
　
ｏ
驚

ｒ
伽
卜
×

］
『
×

『
　

ｏ
Ｐ
岸

出
土
木
簡
は
、
短
冊
型
、
長
方
形
の

一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
が
多
く
、
木
取

り
は
、
柾
目

ｏ
板
目
の
両
者
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
記
載
の
内
容
、
位
置
も
共

通
す
る
。
墨
書
は
表
裏
両
面
に
認
め
ら
れ
る
も
の
が
多
く
、
仮
に
表
面
と
し
た

面
に
村
名

。
人
名
の
記
載
が
あ
り
、
裏
面
と
し
た
面
に
は
九
月
か
ら

一
二
月
ま

で
の
日
付
が
記
載
さ
れ
る
。
ま
た
、
第

一
〇
地
点
土
坑

一
五
ａ
出
土
木
簡
に
は

裏
面
に

「御
蔵
米
」
と
記
載
さ
れ
た
例
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
木
簡

は

「荷
札
」
と
考
え
ら
れ
る
。
地
名
は
、
新
発
田
藩
領
内
の
旧
村
名
が
ほ
と
ん

ど
で
、　
一
部
藩
領
の
南
に
接
す
る
幕
府
直
轄
地
の
旧
村
名
も
認
め
ら
れ
る
。
特

　̈

　

　

⑩
中
　

　

側師

⑩
勁
日

配

い
圏

　

　

　

　

　

‐

陶

　

冊

団
圏

脚

岡

176



に
第

一
〇
地
点
土
坑

一
五
ａ
出
土
の
二
四
例
は
城
周
り
の
近
隣
村
の
み
で
構
成

さ
れ
、
重
複
村
名
は

一
例
の
み
で
あ
る
。
人
名
は
現
在
そ
の
旧
村
地
区
で
屋
号

と
し
て
残

っ
て
い
る
例
が
あ
り
、
照
合
で
き
た
例
で
は
地
元
で

「だ
ん
な
さ

ま
」
と
呼
ば
れ
る
庄
屋
ク
ラ
ス
の
家
柄
に
相
当
す
る
。

第

一
〇
地
点
土
坑
九
か
ら
出
土
し
た
⑤
は
、
村
名
で
な
く
組
名
記
載
で
あ
り
、

地
名
も
城
下
か
ら
は
離
れ
た
阿
賀
野
川
流
域
の
藩
領
地
名
で
あ
る
。
墨
書
面
の

上
部
に
釘
穴
を
も
つ
。
第
人
地
点
堀

一
か
ら
出
土
し
た
他
の
木
簡
に
比
べ
大
き

な
①
は
、
「門
尉
」
と
も
読
め
る
た
め
、
近
世
の
前
半
期
に
比
定
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。
い
②
は
折
敷
状
の
木
製
品
に
墨
書
さ
れ
た
も
の
で
、
直
接
に
は
接

合
し
な
い
が
、
形
状

・
木
目
か
ら
本
来
同

一
片
と
判
断
さ
れ
る
。

ほ
か
に
、　
一
九
世
紀
中
頃
の
遺
物
が
大
量
に
廃
棄
さ
れ
て
い
た
第
八
地
点
池

一
で
、
「熊
」
と
刻
書
し
た
檸
の
蓋
が
出
土
し
て
い
る
。
同
地
点
で
は
底
面
に

墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
陶
磁
器
類
も
大
量
に
出
土
し
て
い
る
。

新
発
田
藩
の
年
貢
米
は
現
在
の
新
潟
市
沼
垂
に
所
在
し
た
藩
蔵
に
集
積
さ
れ
、

廻
米
と
し
て
大
坂
方
面
へ
出
荷
さ
れ
て
い
た
。
第

一
〇
地
点
土
坑

一
五
ａ
一
括

資
料
は

「御
蔵
米
」
記
載
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「城
米
」
と
し
て
城
内

の
米
蔵
に
納
入
さ
れ
た
年
貢
米
の
付
札
と
考
え
ら
れ
る
。
天
保
期
の
絵
図
で
蔵

屋
敷
と
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
も
矛
盾
せ
ず
、
蔵
屋
敷
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
た
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
の
釈
読
に
あ
た
り
、
新
潟
大
学
の
小
林
昌
二
、
原
直
史
両
氏
の
ご
教
示

を
得
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（鶴
巻
康
志
）

1996年 出土の木簡

1 道賀新田 2 諏訪山新田 3 蓮潟 4 蓮潟興野 5 佐々木 6 弓越 7 富塚
8 舟入 9 新井田 10 島潟 ll 古寺 12 竹俣万代 13 法正橋 14 松岡 15 中ノロ
16 加治万代 17 鳥穴 18 車場新田

第10地点出土木簡関連地名




